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１ 三役会議開催される 

1月 13日(水)に、山形市内催事場において、恒例の三役会議が開催され、本年度の取り組
み状況や課題、次年度の計画等について、意見の交換を行った。概要は次のとおり。 

 
(1) 組織状況(H28.1.1現在) 

9社が新規加入し、2社が業務撤退による退会があり、現在 155組合員と賛助会員 6名 

となっている。出資口数は退会 2 社が大口であったが、新組員の増加及び既組合員の中

で 4社から増資を行っていただいたことから計で 10口の増となっている。 

また、会費未納者は 2.1現在で１社となっている。 

 

(2) H28年度事業進捗状況（主要事業） 
ア 木造住宅等地域材利用拡大事業 

昨年度の補正事業で、本年度 4～11 月上旬にかけ実施した、川下対策を中心にし

た地域材の普及啓発の取り組みであり、全木連に実績報告済である。 

イ 素材共同販売事業 

2年前から実施している素材の共同販売事業については、着実にその実績を伸ばし 

てきており、本年度は約 25,000m3程度を想定しており、最終的に近い数字を確保で

きる見通しである。 

生産者側は順調であるが、県の搬出支援の助成事業該当やそれ以外の部分の調整が

必要であることや、合板工場側（宮城）からの受け入れ制限が課せられ、生産者側に

大きな負担となっている。 

 

(3) H27年度補正事業について 
12月 18日の閣議決定により、TPP関連対策の 325億円のほか、「林業の成長産業化等」 

の対策の一環として、「地域材利用拡大緊急対策」として 18億円が計上されている。 

木材関係者が地域材の良さ等の情報発信と需要拡大につなげる本事業について、補正予 

算の性格から、本会議で応募・実施の了承を得た。(昨年度の 4割程度の予算) 

なお、具体的な内容や応募手順については、2月下旬にスタートする予定である。 

 

(4) 木産協収支状況(試算) 
本年度収支の試算では、事務処理体制の強化(2 名体制)に伴う負担増や各種事業の減、
事務受託費の減等により、一定の赤字を計上する見込みとなっている。なお、繰越し剰

余金の充当等で対応する方向で了承された。また、本年度の残期間で、素材共同販売事

業等を活用し赤字を縮小する取り組みを展開する。 
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(5) 崩壊支部の再確立 
支部が崩壊しているのは、最上地域の大部分、米沢地域等であり、また、その他の地 
区でも支部が存在しているにも関わらず、「支部に属さない組合員」を選ぶ方も多い。 

     支部は、単なる集金等の窓口では無く、その地域での関係業界の結束の強化、情報交 
換、行政への働きかけの窓口等の機能を果たすものでもあり、支部崩壊や支部未加入で

あることは、業界全体の大きな損失と考えている。少なくとも、全員参加が困難であっ

ても、意欲のある方が中心となり牽引する形で、再建などを図っていくことが大切であ

り、今後、理事会等で議論を深めることになった。 
 

(6) 業態別部会制の導入 
木産協 160社は、素材生産から住宅建築に至るまで、幅広い業界を網羅しており、こ 
れらが連携すれば大きな力となることは間違いない。それらをさらに大きな活力とする 
ためには、手順も必要と考えている。例えば、まず、共同の取組や相互の理解が得やす 
い同じ業態のメンバーの情報交換や共同取り組みを推進するために、木産協の中に業態

別の部会を設け、組織の活性化を目指すことについて、理事会で検討することになった。 
なお、部会の創設や運営には従来の取り組みに追加することから、その経費について 
は別途検討する必要がある。また現在、取り組まれている又は検討されているグループ 
としては、素材生産、JAS 製材、プレカット、広葉樹活用等があり、活発な動きが出始
めている。 
 

(7) 総会の持ち方 
部会の設置等とも連動する形だが、事業計画説明の部分では、各分野の責任者(副理事 

長等)から、状況の説明や課題、方向性等を説明してもらい、対策がより実態を反映した、
分かり易いものになるようにする等の提案もなされている。 
今後、理事会等での議論も踏まえ、H28年度の総会は、これまでとは違う様相になる

ことが期待される。 
 ア Ｈ28年度第 1回理事会     4月 26日（火）15時～ 
 イ 第 42回山形県木産協通常総会  5月 26日（木）15時～ 
※ 会場は、共にホテルメトロポリタン山形（山形駅ビル・別途ご案内を差し上げます。） 

 

2 トピック 

（１）東北芸術工科大学 プロダクトデザイン学科 卒業制作展 2015のご案内 
 東北芸工大プロダクトデザイン学科 2012期生卒業制作展が下記により開催されます。家具、生活用
品をはじめとした身の回りにある「モノ」を通じて、社会の問題を解決したり、革新的な構造を生み

出したりする研究を行っている学科です。木材を素材にした作品も多いと聞いておりますので、時間

が取れましたら、是非作品をご覧くださる様ご案内致します。なお、現在、木産協で実施している木

工品プロダクトコンペ関係で案内をいただいたものです。 
1  日時 2016年 2月 9日(火)～14日(日)  各日 10時～17時 
2  会場 東北芸術工科大学 体育館 山形市上桜田 3-4-5    TEL 023-627-2016 
（２）「合法木材認定証」及び「分別管理事業責任者研修修了証」の掲示について 
 最近、認定書等を紛失した連絡が続いており、再交付を行っております。大切に机の奥に保管して 
いただくことも結構ですが、紛失防止も兼ね、この制度の PRや意識も高めるために、是非「認定書」 
等を事務所内の壁に掲示して下さる様お願いいたします。 
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3 会議・イベント等 

（1） 木産協素材生産部会の開催 
 協和木材をはじめとした大型加工工場等への、県産木材の安定供給体制の構築について検討協議す

る。理事長・素材関係副理事長等が出席。関係者に別途ご案内します。 
日時：平成 28年 2月 4日（木）15時から 会場：山形市内催事場  

（2）地域材安定供給体制整備検討会議の開催 
県が主導する情報ネットワークセンター及び流通協同組織の有り方について、標記検討会が開催され

る。理事長及び専務理事が出席予定。 
日時：平成 28年 2月 5日(金) 14時～ 会場：村山総合支庁会議室 

（3）「木産協事務所」の停電のご案内 
 2月 10日(水)17時～2月 12日(金)8時まで、FAX、電話も使えませんのでご了知願います。 

（4）山形木材業組合通常総会の開催 
標記組合の通常総会が次により開催されます。木産協からは阿部理事長が出席予定。 
日時：平成 28年 2月 12日(金)17時 ～   会場：亀松閣(山形市銅町)  

（5）「木工品プロダクトコンペ」審査会の開催 
 身近な木製品のコンペを行い、地域材の付加価値向上や需要拡大を目指す、標記審査会を次により 
開催する。 

日時：平成 28年 2月 16日(火) 13時~ 
会場：山形県産業創造支援センター会議室（山形市松栄 1-3-8・023-647-8111） 
審査：山形県林業振興課長等の５名の審査員により、デザイン・機能、市場性・波及性等の観点

から、2段階の選抜方式で実施される。 
その他：優秀作品については、作品事例集の作成及び県内各地での展示会を開催する。 
詳しくは、木産協HPをご覧ください。なお、審査会は報道関係機関以外は非公開です。 

（6） 全木連全国事務局長会議及び「第 7回新たな木材利用事例発表会」への出席 
H27年度補正事業及び 28年度事業等の説明、全国木材情報等の情報交換、事例発表会等。専務理事
が出席予定。 

日時：平成 28年 2月 18~19日  会場：木材会館（東京都新木場） 

（7）県産木材利用にかかる木構造技術研修会 
  日時：平成 28年 2月 23日（火）14時～ 
  会場：ホテルメトロポリタン山形（山形市香澄町 1-1-1） 
その他：お問い合わせは、やまがた県産木材利用センターまで （023-674-7672）  

（８） 総会・役員会日程（スケジュールに入れておいて下さい） 
ア H28年度第 1回役員会 
日時 ：平成 28年 4月 26日（火）15時～ （監査は 13時頃~） 
会場 ：ホテルメトロポリタン山形（山形市香澄町・023-633-3313） 
議題 ：総会議案、部会制の設置等 

（１）  イ Ｈ28年度木産協総会 
日時 ：平成 28年 5月 26日（木）15時～  
会場 ：ホテルメトロポリタン山形（山形市香澄町・023-633-3313） 
議題 ：H27事業報告・収支決算、H28年度事業計画・収支予算、政治連盟総会等 (役員改選無し)。 
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4  12月期の住宅着工状況 
暦年(1月～12月)の累計では前年次比 19%増、数量的には H25年次の 5,323戸を上回り(一昨年次の反

動もあり)堅調に推移した。内容的に木造率は 84%程度で変化はないが、木造住宅に占める在来軸組住宅
の割合は例年の 75%程度から、一昨年あたりから減少が目立ち(2×4等の伸長から)初めて 60%台に落ち
込んでいる。地域格差も出始めており、情報収集・分析により春需に向けた取り組みの強化が必要。 
１ 県内新設住宅着工戸数（平成 27 年 12 月） (単位：戸） 

年 月 総 数 
利用関係別 資金別 木 造 住 宅 木 造 内 訳 

持  家 貸  家 給与住宅 分譲住宅 民 間 その他 戸 数 木造率 在来軸組 プレハブ  ２×４ 

22 年 

 

4,125 2,533 1,140 40 412 3,777 348 3,319 80.5% 2,479 112 728 

23 年 4,336 3,001 1,100 8 227 3,903 333 3,615 83.4% 2,778 121 716 

24 年 4,716 3,086 1,273 61 296 4,468 248 3,917 83.1% 2,940 156 821 

25 年 5,323 3,543 1,372 21 387 5,136 187 4,515 84.8% 3,453 152 910 

26 年 4,550 2,529 1,505 83 437 4,335 215 3,797 83.4% 2,752 106 939 

26.1～11 4162 2346 1325 83 412 3953 209 3471  83.4% 

 

2558 102 811 

12 月 388 183 180 0 25 382 6 326 84.0% 194 4 128 

27.1 月 249 125 74 0 50 248 1 203 81.5% 141 8 54 

2 月 367 194 124 0 49 364 3 297 80.9% 166 13 118 

3 月 366 278 62 1 25 363 3 343 93.7% 262 14 67 

4 月 452 302 105 1 44 446 6 425 94.0% 288 11 126 

5 月 471 313 102 0 56 465 6 417 88.5% 330 11 76 

6 月 576 358 123 1 94 574 2 448 77.8% 322 15 111 

7 月 511 289 174 6 42 507 4 431 84.3% 305 7 119 

8 月 500 276 195 1 28 486 14 444 88.8% 267 8 169 

9 月 542 267 223 1 51 532 10 437 80.6% 279 11 147 

10 月 417 238 133 2 44 409 8 367 88.0% 247 9 111 

11 月 515 270 180 0 65 510 5 437 84.9% 280 15 142 

12 月 437 166 226 2 43 434 3 326 74.6% 251 8 67 

対  前  月  比 84.9% 61.5% 125.6% - 66.2% 85.1% 60.0% 74.6% - 89.6% 53.3% 47.2% 

対前年同月比 112.6% 90.7% 125.6% - 172.0% 113.6% 50.0% 100.0% - 129.4% 200.0% 52.3% 

26.1～当月計 4,550 2,529 1,505 83 437 4,335 215 3,797 83.5% 2,752 106 939 

27.1～当月計 5,403 3,076 1,721 15 591 5,338 65 4,575 84.7% 3,138 130 1,307 

対累計前年比 

 

118.7% 121.6% 114.4% 18.1% 135.2% 123.1% 30.2% 120.5% - 114.0% 122.6% 139.2% 

             ２ 地域別新設住宅着工戸数（平成 27 年 12 月） 
 

(単位：戸） 

市町村 着工数 累 計 前年比 累計比 木造累計   市町村 着工数 累 計 前年比 累計比 木造累計 

県  計 437 5,403 112.6% 118.7% 4,575   大 蔵 村 0 6 - 50.0% 6  

山 形 市 129 1458 146.6% 118.4% 1124    鮭 川 村 0 6 - 150.0% 6  

上 山 市 21 145 1050.0% 210.1% 124    戸 沢 村 0 4 - 133.3% 4  

天 童 市 32 386 60.4% 103.8% 341    最上地域 23 182 191.7% 102.2% 176  

山 辺 町 6 65 600.0% 84.4% 61    米 沢 市 44 619 400.0% 137.3% 492  

中 山 町 4 52 400.0% 260.0% 51    南 陽 市 3 155 15.0% 92.3% 152  

東南村山 192 2,106 132.4% 119.1% 1,701   高 畠 町 5 83 35.7% 110.7% 80  

寒河江市 23 221 164.3% 124.9% 168    川 西 町 0 37 0.0% 71.2% 36  

河 北 町 3 92 300.0% 173.6% 79    東南置賜 52 894 110.6% 119.8% 760  

西 川 町 0 10 - 71.4% 10    長 井 市 34 174 242.9% 103.0% 155  

朝 日 町 0 8 0.0% 33.3% 7    小 国 町 0 12 0.0% 120.0% 12  

大 江 町 0 17 - 106.3% 16    白 鷹 町 3 43 75.0% 130.3% 42  

西村山郡 26 348 162.5% 122.5% 280    飯 豊 町 0 12 - 40.0% 11  

村 山 市 2 92 40.0% 235.9% 88    西 置 賜 37 241 194.7% 99.6% 220  

東 根 市 30 450 142.9% 159.6% 405    置賜地域 89 1,135 134.8% 114.9% 980  

尾花沢市 0 25 - 100.0% 23    鶴 岡 市 37 460 66.1% 106.5% 412  

大石田町 1 37 100.0% 528.6% 11    三 川 町 11 35 366.7% 79.5% 30  

北 村 山 33 604 122.2% 171.1% 527    庄 内 町 4 72 100.0% 101.4% 63  

村山地域 251 3,058 133.5% 127.1% 2,508    田    川 52 567 82.5% 103.7% 505  

新 庄 市 21 132 233.3% 110.9% 126    酒 田 市 22 438 38.6% 117.7% 384  

金 山 町 0 11 - 137.5% 11    遊 佐 町 0 23 0.0% 39.0% 22  

最 上 町 1 4 100.0% 66.7% 4    飽    海 22 461 37.3% 107.0% 406  

舟 形 町 1 9 50.0% 47.4% 9    庄内地域 74 1,028 60.7% 105.1% 911  

真室川町 0 10 - 142.9% 10    注：累計は平成 27 年１月～      


